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水稲の直播栽培に関する農業気象学的考察

阿　部　亥　三・小野　清　治

（青森県鳥試）

t　ま　え　が　毒

素冷地において水稲の直柵栽培を行う場合は・気候的

には従前の移植栽培に比較して不安定性を増すことにな

る．従って．水稲の直捧栽塙を行，には気象の知識量理

解姑用して研究の展開を計ることが重要と考えられる・

次に筆者らが水穂の直捧栽培を対象として19成年に行

った気象資料の統計的調査並びに試験を通じて得られた

若干の知見を報告し参考にする・

2．編集の概雷

1気温の長期的動向

青森の月平均気温を年代別に比較した結果に上ると・

最近の年次（1鰯年以降）の特徴として・m4・5・6月

の高温．◎8月の低温・偶は月一2月の高温が目立ち

特に5月の高温が艶著で・年平均気温では高温の周期に

入っていることが温められた・

＊冷地の直鞭栽幅の場合・発芽時期の温皮条件が特に

間組であるが，最近の年次では4月平均気温で飢7℃－

5月平均気温で1・8℃夫々平年よ畑hことは注目すべ

さことである・春季の気温の上昇率に1日当少0・1℃－

0．遁℃てあるので．最近の年次では4月は5日内外・6

月は10日一通日，平年工少高目の気温を示しているこ

とになる．従って，直撫栽培の播種適期決定試験の結果

に対しても，このことを考慮して考察する必要がある・

従前の水苗代の播種期の早期限界は・日平均気温畑℃

の出現期旧が指糠とされてかれ青森県の場合では県1

の大半の地域が4月下旬に当っている・直繕栽培を行，

場合は，水菌代り水温管理の点で帥性があれ従前

の水苗代の播種時期ユタ相違らさざるを褐帥と考えら

れ．直潜の播種時期としては5月前半位に考えざるを得

ないと推定される・

之　青森の5月の気候の長期的動向

6月の気併置譜栽培の細の発芽並びに初期生育と関

係が深いので，6月の最高先払最低気温・日照特赦・

降水量の年代別鼓化について調査した結果摘l酢示
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した．

第1図によれば，19亜年以降5月の天候は高温，多照，

暮雨の傾向が認められ，この傾向は19駆年以降は更に顕

著になる・このように，最近の年次で5月の好天候（高

温．多難暮雨）の傾向の強いことは注目すべさことであ

る．
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（江　〟29－〟鶉の期間は日凧時数のみは〟801〟88の平均）

痢1幽　5月の最高．最低気温並びK降水量及び
臼触時放り年代裂二化（旨森）

8　5月の低温の出現頻度

魚石の5月の目別累年気象数値（統計期恥部ヶ年）か

ら．最高気泡Ⅳ℃以下，遁℃以下及び最低’気温8℃

以下．6℃以1，4℃以下の出現頻度を求めた・（数値

省略）．その転巣に上ると．月の東には当然低且の出現

頻度が減少するが，月の前半はかな少低温出現頻度の高

いことが諦められた．特に注月されもことは．奴高気温

の場合，第2半旬に比較的低温の出現頻度の少ないこと

である・但し，琴2半句で最低気温が4℃以下に低1す

る危険性が10－幻％位はある．5月10日過ぎから18，

u日頃は各段階の低温とも比較的出現し易いことが謎め

られ．5月中旬の天候の不安定性を物語る結果が得られ

た．

このことは馳田氏に上って指摘されている「東北地方

における5月第8半句付近の兼のもど少」の所説とも合

致し．東北地方の各地の5月の半句別累年平均値で見て

も．第8半旬の厳高気温が第2半句と等値か，若干低目

を示す場合の多いことからも或る程度首肯される点であ

る．

従って，現時点にふいて．斉藤県の直擁栽培の躊種適

期は気候の統計的見地から5月第1半句付近にあると考

えられる・

屯　湛水並びに非湛水粂件下の地血の差異

乾臥　漏潤．癌水の各条件の地温を雌牛5月に測定

したので，その結果を謁2図に示した・如2凶に上れば．

地78〟付近の浅層までは乾田区の地温が最高．最低と

も高いことになれ地温較差は各層位とも乾田区．次い

で湿潤区が大で，湛水区が最も少なく．地温の垂直分布

の型では湿潤区は乾田区と湛水区の中間的性格を示すこ

とが判る．
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幕2図　各区の5月の地温比較

19位年の坦合は，浅層の地温に関する限れ　乾田区は

湛水区に優る高地温をホしたが，これは泡定期制の気象

条件が良好であったためで，天候の讐通む地合では乾田

区の地温の傾向は本独走結果工少血鵬区の地温に近鋲す

るものと推定せられる．なお．乾田状態の場合はれによ

って保温されていないので．接地気ねの低下が湛水区よ

少者しいことは申すまでもなく，北東北地域における乾

田直挿栽培は気候的に極めて困難性があると云わざるを

l■ない、

a　直情栽培補の生爾時期と気温条件

次に．癌水直旛栽培の播種期を異にした場合と．従前

の移岨栽培（畑由．訊表面．水宙）の生育時勘について

検討した結果を述べる．ユーカラの各区の播撞期から10

乗出兼札止業出葉期，出穂期ほての所要枕算気温を第

3凶に示した（トワダ忙ついては図省略卜

第8凶に上れば．晩旛程，揮瞳から出精期までの積算

気温は親少するが．特に注月されることは．直鞭区は両

品種の各播檀知とも，10集出棄期ほてに積算気温1，（肌

を装している点で．移植区はこれに対して商品踵とも

1脚－120℃を袈し，直揮区上力的馳一加℃多いこ

とである．移植区が直捧区より鳩案出集期までの積算

気迫の多い原凶は泊肴期恥を要するためである・
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轟積から各時勘までの積算気温（コーカラ）

搭檀区は捧龍明の格差に工少止案出巣組並びに出機期

までの概算気温が異なるが，これは睨緬の地合，王梓染

穀の洩如i影響しているためである▼（証：トワダ1むⅤ

檜1業滅，みⅤ緬2薬乳ユーカラ琴′Ⅴ触1菓減．

然し・両島樋の各痛撞期の止案出染知から出樵までの

日数と積算気温との関係を見ると（第4図参臓），日敵は

10日一別日，積算気温は恥℃・－臓）℃の範囲に属し，

トワ〆の直柵の早轟では移植と同程度の日数．温度を要

し・ユ‾カラの早撫では移植上カ日数が少な白で．晩躊

程・日数・積算気温が減少するが，トワダでは逆に晩緒

の場合には．8数，畿算気温を多く贅する傾向が認めら
れる．
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数字の番号は搭粒期の頗

第4図　止乗出葉から出穂までの日放と秩算気泡

この播磯から10集出菓期，出乾期までの所姿頗算気温

並びに止巣出集期から出穂期までの旗算気温と日数との

関係は，湛水直播栽培を行う場合の，品種の選択並びに

播種期■　出穂期の目榛を策定する上での基礎資料となる．

古．　編　　　　宙

本稿では水稲の直旛栽培について，農業気象的立場か

ら若干の知見を述べたが．各区の上位秦身長と籾重との

間には密振な関係が認められ，豊熟期の受光体制並びに

後期栄養を良好ならしめることが，直播栽培には重要と

考えられる・その他に，湛水直痛の地合，初期の水管理

が極めて重要な点を指摘しておきたい．生育柏と気象条

件に関する解析は寛に試験研究を継続中である．

乾田直播の出芽に関する試験

－とくに浸種・土壌水分・鋲圧処理・湛水と出芽について－

阿　部　月　尚・岡1時　　　　暁

（福島県鳥試浜支揚）

1．　ま　え　が　舎

乾田匠揃では．一般に出芽が急く，昏立ちが不知いと

を少．その後の生長かエび管理作兼に慈お薯を及ぼす地

合が多レ・出芽に的係する鼻凶は色々考えられるが，こ

こでは表鴇の陶鞄点について．】姫．■鴎両年に試験した

結果を報告する・尚，出芽とは地上部に芽が出たことを

言う．

2．結集の概薯

L　浸櫨日賦および土壌水分と出芽（1兆2）

レも，（伽αポットに5月18日，フジ・ミノリを1ポット

100位播種し，1・5mの捜土をした．土膿水分を容水量

（便用土■客水量＝107．5％）の亜および的％とし，A

：無浸撞．β！3日随汝壇．0；68両浸撞鳩胸催芽の


